
サーバモデルごとの BIOS パラメータ

この付録では、次の項について説明します。

• C22および C24サーバ, 1 ページ

• C220および C240サーバ, 25 ページ

• C260サーバ, 49 ページ

• C420サーバ, 65 ページ

• C460サーバ, 88 ページ

C22 および C24 サーバ

C22 および C24 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明Name

TPM（トラステッドプラットフォームモジュール）は、主に暗
号キーを使用する基本的なセキュリティ関連機能を提供するよ

うに設計されたマイクロチップです。このオプションを使用す

ると、システムの TPMセキュリティデバイスサポートを制御
できます。この属性の種類は次のとおりです。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しません。

• [Enabled]：サーバは TPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートす

るかどうかについては、オペレーティングシステム

のベンダーに問い合わせることを推奨します。

（注）

[TPM Support]

set TPMAdminCtrl
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[Processor Configuration]のパラメータ

説明Name

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

set IntelHyperThread

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]

set CoreMultiProcessing
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説明Name

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

set ExecuteDisable

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel VT]

set IntelVT

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT-d]

set IntelVTD
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説明Name

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

set CoherencySupport

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d ATS Support]

set ATS

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。パフォーマンスプロファイルは次のオプションで

構成されます。

• DCU Streamer Prefetcher

• DCU IP Prefetcher

• Hardware Prefetcher

• Adjacent Cache-Line Prefetch

次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルで
す。

• [HighThroughput][High_Throughput]：DCUIPPrefetcher
のみがイネーブルです。残りのオプションはディ

セーブルになります。

• [HPC]：すべてのオプションがイネーブルです。こ
の設定はハイパフォーマンスコンピューティング

とも呼ばれます。

• [Custom]：パフォーマンスプロファイルのすべての
オプションをサーバの BIOSセットアップから設定
できます。また、Hardware Prefetcherオプションと
Adjacent Cache-Line Prefetchオプションは、下記の
フィールドで設定できます。

[CPU Performance]

set CPUPerformance
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説明Name

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出
されたときにプリフェッチャを使用します。

[Hardware Prefetcher]

set HardwarePrefetch

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の
両方を取得します。

[Adjacent Cache Line Prefetcher]

set AdjacentCacheLinePrefetch

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を
予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [Enabled]：DCU Prefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

[DCU Streamer Prefetch]

set DcuStreamerPrefetch

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [Enabled]：DCU IP Prefetcherで最も関連性が高いと
判断されたデータを含む L1キャッシュをプリロー
ドします。

[DCU IP Prefetcher]

set DcuIpPrefetch
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説明Name

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されません。

• [Enabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されます。

[Direct Cache Access Support]

set DirectCacheAccess

次のオプションの CPU電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Custom]：前述の BIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらのBIOSパラメータのいずれ
かを変更する場合は、このオプションを選択する必

要があります。

• [Disabled]：サーバで CPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]：前述の BIOSパ
ラメータに最適な設定が決定され、これらのパラ

メータの個々の設定は無視されます。

[Power Technology]

set CPUPowerManagement

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller CLI コンフィギュレーションガイドリ
リース 1.5

6 OL-28993-03-J  

サーバモデルごとの BIOS パラメータ
C22 および C24 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明Name

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

set EnhancedIntelSpeedStep

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Intel Turbo Boost Technology]

set IntelTurboBoostTech
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説明Name

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Processor Power State C6]

set ProcessorC6Report

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

[Processor Power State C1 Enhanced]

set ProcessorC1EReport

アイドル状態のときにCPUが最大非ターボ周波数未満に
なることができるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができます。このオプショ

ンは、電力消費を削減しますが、システムのパ

フォーマンスが低下する場合があります。

• [Enabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができません。このオプ

ションでは、システムのパフォーマンスは向上しま

すが、電力消費は大きくなる可能性があります。

[Frequency Floor Override]

set CpuFreqFloor

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller CLI コンフィギュレーションガイドリ
リース 1.5

8 OL-28993-03-J  

サーバモデルごとの BIOS パラメータ
C22 および C24 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明Name

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポートモ
デルを通信する方法を定義できます。 Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様で定義され
る 3つのモデルがあります。

• HW_ALL：プロセッサハードウェアが、依存性の
ある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理

プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• SW_ALL：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（物理パッケージ内のすべて

の論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。すべ
ての論理プロセッサで遷移を開始する必要がありま

す。

• SW_ANY：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論

理プロセッサ）間のP-stateを調整します。ドメイン
内の任意の論理プロセッサで遷移を開始する場合が

あります。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[P-STATE Coordination]

set PsdCoordType

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

• [BalancedEnergy][Balanced_Energy]

• [BalancedPerformance][Balanced_Performance]

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]

• [Performance][Performance]

[Energy Performance]

set CpuEngPerfBias
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[Memory Configuration]のパラメータ

説明Name

サーバに対するメモリの RAS（信頼性、可用性、有用
性）の設定方法。次のいずれかになります。

• [MaximumPerformance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。こ

のオプションを使用した場合、[Mirroring]よりもシ
ステムパフォーマンスが向上し、[Maximum
Performance]よりも信頼性が向上しますが、
[Mirroring]よりも信頼性が低く、[Maximum
Performance]よりもシステムパフォーマンスは低下
します。

[Select Memory RAS]

set SelectMemoryRAS

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：DRAMクロックスロットリングを低下
させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [Performance]：DRAMクロックスロットリングは
ディセーブルです。追加の電力をかけてメモリ帯域

幅を増やします。

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]：DRAMのクロッ
クスロットリングを上げてエネルギー効率を向上さ

せます。

[DRAM Clock Throttling]

set DRAMClockThrottling
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説明Name

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA]

set NUMAOptimize

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [PowerSavingMode][Power_Saving_Mode]：低電圧の
メモリ動作が高周波数のメモリ動作よりも優先され

ます。 このモードでは、電圧を低く維持するため

に、メモリの周波数が低下する可能性があります。

• [PerformanceMode][Performance_Mode]：高周波数の
動作が低電圧の動作よりも優先されます。

[Low Voltage DDR Mode]

set LvDDRMode

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64msごとにリフレッシュさ
れます。

• [2x]：DRAMセルは、32msごとにリフレッシュさ
れます。

• [3x]：DRAMセルは、21msごとにリフレッシュさ
れます。

• [4x]：DRAMセルは、16msごとにリフレッシュさ
れます。

• [Auto]： DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択さ
れます。これは、このパラメータに推奨される設定

です。

[DRAM Refresh rate]

set DramRefreshRate
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説明Name

CPUで、同時読み取り処理を可能にするために、メモリ
ブロックを分割し、データの隣接する部分をインター

リーブされたチャネル間で分散するかどうか。次のいず

れかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1Way][1_Way]：何らかのチャネルインターリーブ
が使用されます。

• [2Way][2_Way]

• [3Way][3_Way]

• [4Way][4_Way]：チャネルインターリーブの最大量
が使用されます。

[Channel Interleaving]

set ChannelInterLeave

CPUで、1つのランクの更新中に別のランクにアクセス
できるように、メモリの物理ランクをインターリーブす

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1Way][1_Way]：一部のランクのインターリーブが
使用されます。

• [2Way][2_Way]

• [4Way][4_Way]

• [8Way][8_Way]：ランクのインターリーブの最大容
量が使用されます。

[Rank Interleaving]

set RankInterLeave
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説明Name

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

set PatrolScrub

CPUまたは I/Oによるデマンドリードでメモリの 1ビッ
トエラーが見つかった場合に、システムでこのエラーを

訂正するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：メモリの 1ビットエラーは訂正されま
せん。

• [Enabled]：メモリの1ビットエラーは、メモリで訂
正され、訂正されたデータが、デマンドリードへの

応答に設定されます。

[Demand Scrub]

set DemandScrub

物理サーバがインストールされているおおよその海抜

（m）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300 M][300_M]：サーバは、海抜約300 mです。

• [900 M][900_M]：サーバは、海抜約900 mです。

• [1500M][1500_M]：サーバは、海抜約1500mです。

• [3000M][3000_M]：サーバは、海抜約3000mです。

[Altitude]

set Altitude
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[QPI Configuration]のパラメータ

説明Name

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガ転送/秒
（GT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：QPIリンク周波数は CPUによって決定されます。

• [6.4GT/s][6.4_GT/s]

• [7.2GT/s][7.2_GT/s]

• [8.0GT/s][8.0_GT/s]

[QPI Link Frequency]

set QPILinkFrequency

[Onboard Storage]のパラメータ

説明Name

オンボードソフトウェア RAIDコントローラをサーバに使用で
きるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ソフトウェアRAIDコントローラを使用できま
せん。

• [Enabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使用できま
す。

[Onboard SCU Storage Support]

set DisableSCU

[USB Configuration]のパラメータ

説明Name

システムでレガシー USBデバイスをサポートするかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでのみ
使用できます。

• [Enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用できます。

• [Auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レガシー
USBのサポートがディセーブルになります。

[Legacy USB Support]

set LegacyUSBSupport
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説明Name

完全な USBキーボードレガシーサポートのために 60h/64hエ
ミュレーションをシステムでサポートするかどうか。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：60h/64エミュレーションはサポートされませ
ん。

• [Enabled]：60h/64エミュレーションはサポートされます。

サーバで USB非対応オペレーティングシステムを使用す
る場合は、このオプションを選択する必要があります。

[Port 60/64 Emulation]

set UsbEmul6064

すべての物理および仮想USBデバイスがイネーブルであるか、
ディセーブルであるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての USBデバイスがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての USBデバイスがイネーブルです。

[All USB Devices]

set AllUsbDevices

背面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：背面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Rear]

set UsbPortRear

前面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：前面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：前面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Front]

set UsbPortFront
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説明Name

内部 USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：内部 USBポートをディセーブルにします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：内部 USBポートをイネーブルにします。これ
らのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Internal]

set UsbPortInt

KVMポートがイネーブルかディセーブルか。次のいずれかに
なります。

• [Disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスをディ
セーブルにします。キーボードとマウスはKVMウィンド
ウで機能しなくなります。

• [Enabled]： KVMキーボードおよびマウスデバイスをイ
ネーブルにします。

[USB Port: KVM]

set UsbPortKVM

仮想メディアデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：vMediaデバイスをディセーブルにします。

• [Enabled]：vMediaデバイスをイネーブルにします。

[USB Port: VMedia]

set UsbPortVMedia

[PCI Configuration]のパラメータ

説明Name

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[MMIO Above 4GB]

set MemoryMappedIOAbove4GB
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説明Name

BIOSでの ASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ASPMサポートは、BIOSでディセーブ
ルです。

• [Force L0s]：すべてのリンクを強制的に L0スタン
バイ（L0）状態にします。

• [Auto]：電力状態を CPUによって判別します。

[ASPM Support]

set ASPMSupport

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGAグ
ラフィックスデバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [Onboard]：プライオリティがオンボード VGAデバ
イスに与えられます。 BIOSポスト画面および OS
ブートはオンボード VGAポート経由で駆動されま
す。

• [Offboard]：プライオリティがPCIEグラフィックス
アダプタに与えられます。 BIOSポスト画面および
OSブートは外部グラフィックスアダプタポート経
由で駆動されます。

• [OnboardVGADisabled][Onboard_VGA_Disabled]：プ
ライオリティが PCIEグラフィックスアダプタに与
えられ、オンボード VGAデバイスはディセーブル
になります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、
vKVMは機能しません。

（注）

[VGA Priority]

set VgaPriority
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[Serial Configuration]のパラメータ

説明Name

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコンソー
ルリダイレクションに使用できるようにします。 BIOSのブー
トが完了し、オペレーティングシステムがサーバを担当する

と、コンソールリダイレクションは関連がなくなり、無効にな

ります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクションは発生
しません。

• [Enabled]：POST中のシリアルポート Aでのコンソール
リダイレクションをイネーブルにします。

[Console Redirection]

set ConsoleRedir

コンソールリダイレクションに使用される文字フォーマットの

タイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされているvt100ビデオ端末とその文字
セットが使用されます。

• [VT100+]：サポートされている vt100-plusビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal Type]

set TerminalType

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレート。

[Console Redirection]をディセーブルにした場合は、このオプ
ションを使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Bits per second]

set BaudRate
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説明Name

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかどうか。

送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用すると、隠れ
た端末問題が原因で発生する可能性があるフレームコリジョン

を減らすことができます。次のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [HardwareRTS/CTS][Hardware_RTS/CTS]：フロー制御に
RTS/CTSが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Flow Control]

set FlowCtrl

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段のキーのア
クションを変更できます。次のいずれかになります。

• [VT100]：ファンクションキーが ESCOP～ ESCO[を生成
します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファンク
ションキー F6～ F12はデフォルトモードと同様に動作し
ますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[Eを生成します。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォルト
モードと同様に動作します。ファンクションキーF1～F4
が ESC OP～ ESC OSを生成します。これはデジタル端末
のキーパッドの上段によって生成されるシーケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12が ESC [M～ ESC
[Xを生成します。ファンクションおよび Shiftキーが ESC
[Y～ESC [jを生成します。Ctrlおよびファンクションキー
が ESC [k～ ESC [vを生成します。 Shift、Ctrlおよびファ
ンクションキーが ESC [w～ ESC [{を生成します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクションキーは
デジタル端末の一般的な動作と一致します。ファンクショ

ンキーが ESC [11~や ESC [12~などのシーケンスを生成し
ます。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモードと同様
に動作します。テンキーの最上段のキーがESCOP～ESC
OSを生成します。

[Putty KeyPad]

set PuttyFunctionKeyPad
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説明Name

BIOSPOSTが完了し、OSブートローダに制御が渡された後に、
BIOSコンソールリダイレクションがアクティブであるかどう
か。次のいずれかになります。

• [AlwaysEnable][Always_Enable]：OSのブートおよび実行時
にBIOSレガシーコンソールリダイレクションがアクティ
ブになります。

• [Bootloader]：OSブートローダに制御が渡される前にBIOS
レガシーコンソールリダイレクションがディセーブルに

なります。

[Redirection After BIOS POST]

set RedirectionAfterPOST

Windows緊急管理サービスに使用可能な COMポート 0を設定
することができます。このセットアップオプションに基づいて

ACPI SPCRテーブルが報告されます。次のいずれかになりま
す。

• [Disabled]：Windowsオペレーティングシステムで使われ
る汎用ポートとして COMポート 0を設定します。

• [Enabled]：Windows緊急管理サービス用のリモート管理
ポートとして COMポート 0を設定します。

[Out-of-Band Mgmt Port]

set comSpcrEnable

[LOM and PCIe Slots Configuration]のパラメータ

説明Name

すべての LOMポートがイネーブルであるか、ディセーブルで
あるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての LOMポートがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての LOMポートがイネーブルです。

[All Onboard LOM Ports]

set AllLomPortControl
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説明Name

nで指定された LOMポートでオプション ROMを使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：LOMポート nでオプション ROMを使用でき
ません。

• [Enabled]：LOMポート nでオプションROMを使用できま
す。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[LOM Port n OptionROM]

set LomOpromControlPortn

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCIeオプション ROMを使用できません。

• [Enabled]：PCIeオプション ROMを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[All PCIe Slots OptionROM]

set PcieOptionROMs

PCIe拡張スロットnをサーバに使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[PCIe Slot:n OptionROM]

set Slot-n-ROM

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller CLI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28993-03-J 21

サーバモデルごとの BIOS パラメータ
C22 および C24 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明Name

このオプションでは、PCIeスロット nに取り付けられたアダプ
タカードの最大速度を制限することができます。次のいずれか

になります。

• [GEN1]：最大速度が2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [GEN2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [GEN3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [Disabled]：最大速度は制限されません。

たとえば、PCIeスロット 2に第3世代アダプタカードがあり、
カードがサポートする 8GT/sの代わりに最大速度 5GT/sで実行
する場合は、PCIeスロット 2のリンク速度をGEN2に設定しま
す。システムは、カードがサポートする最大速度8GT/sを無視
し、最大速度を強制的に 5 GT/sにします。

[PCIe Slot:n Link Speed]

PCIe Slot:nLinkSpeed

C22 および C24 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明Name

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するために CIMCによって FRB2タイマーが使用され
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中に FRB2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

[FRB-2 Timer]

set FRB-2

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

set OSBootWatchdogTimerTimeoutコマンドで指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、set OSBootWatchdogTimerPolicy
コマンドで指定されたアクションを実行します。

[OS Watchdog Timer]

set OSBootWatchdogTimer
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説明Name

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5 Minutes][5_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 5分後に期限が
切れます。

• [10Minutes][10_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 10分後に期限が
切れます。

• [15Minutes][15_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 15分後に期限が
切れます。

• [20Minutes][20_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 20分後に期限が
切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Timeout]

set OSBootWatchdogTimerTimeOut

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [DoNothing][Do_Nothing]：OSのブート中にウォッ
チドッグタイマーの期限が切れた場合、アクション

は実行されません。

• [PowerDown][Power_Down]：OSのブート中にウォッ
チドッグタイマーの期限が切れた場合、サーバの電

源がオフになります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Policy]

set OSBootWatchdogTimerPolicy
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説明Name

使用できる特定のデバイスタイプのデバイスがない場

合、またはユーザがサーバの BIOSセットアップユー
ティリティを使用して別のブート順序を定義している場

合に、サーバで CIMCGUIまたは CLIを通じて定義され
ているブート順リストを変更する方法。

サポートされるデバイスのタイプは次のとおりです。

• HDD：ハードディスクドライブ

• FDD：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能 CD-ROMまたは DVD

• PXE：PXEブート

• EFI：Extensible Firmware Interface

[BootOrderRules]オプションは次のいずれかになります。

• [Strict]：特定のタイプのデバイスがない場合、シス
テムでは、ブート順序リストに、そのデバイスタイ

プ用のプレースホルダを作成します。そのタイプの

デバイスが使用可能になると、事前に定義した位置

のブート順に追加されます。

ユーザがサーバの BIOSセットアップユーティリ
ティでブート順を定義すると、そのブート順は、で

起動CIMCGUIまたはCLIを介して設定されている
ブート順よりも優先されます。CIMCを介して定義
されており、BIOSセットアップユーティリティに
よって定義されたブート順にないすべてのデバイス

タイプは、ブート順リストから削除されます。

• [Loose]：特定のタイプのデバイスが存在しない場
合、システムはブート順からそのデバイスタイプを

削除します。そのタイプのデバイスが使用可能にな

ると、システムはブート順リストの末尾に追加しま

す。

ブート順がサーバのBIOSセットアップユーティリ
ティで設定されると、そのブート順は、CIMC GUI
またはCLIを介して設定されているブート順よりも
優先されます。 CIMCを介して定義されており、
BIOSセットアップユーティリティによって定義さ
れたブート順にないすべてのデバイスタイプは、

ブート順リストの最後に移動されます。

[Boot Order Rules]

set ManagedBootRule
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C220 および C240 サーバ

C220 および C240 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明Name

TPM（トラステッドプラットフォームモジュール）は、主に暗
号キーを使用する基本的なセキュリティ関連機能を提供するよ

うに設計されたマイクロチップです。このオプションを使用す

ると、システムの TPMセキュリティデバイスサポートを制御
できます。この属性の種類は次のとおりです。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しません。

• [Enabled]：サーバは TPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートす

るかどうかについては、オペレーティングシステム

のベンダーに問い合わせることを推奨します。

（注）

[TPM Support]

set TPMAdminCtrl

C220 および C240 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明Name

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

set IntelHyperThread
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説明Name

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]

set CoreMultiProcessing

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

set ExecuteDisable

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel VT]

set IntelVT

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller CLI コンフィギュレーションガイドリ
リース 1.5

26 OL-28993-03-J  

サーバモデルごとの BIOS パラメータ
C220 および C240 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明Name

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT-d]

set IntelVTD

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

set CoherencySupport

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d ATS Support]

set ATS
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説明Name

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。パフォーマンスプロファイルは次のオプションで

構成されます。

• DCU Streamer Prefetcher

• DCU IP Prefetcher

• Hardware Prefetcher

• Adjacent Cache-Line Prefetch

次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルで
す。

• [HighThroughput][High_Throughput]：DCUIPPrefetcher
のみがイネーブルです。残りのオプションはディ

セーブルになります。

• [HPC]：すべてのオプションがイネーブルです。こ
の設定はハイパフォーマンスコンピューティング

とも呼ばれます。

• [Custom]：パフォーマンスプロファイルのすべての
オプションをサーバの BIOSセットアップから設定
できます。また、Hardware Prefetcherオプションと
Adjacent Cache-Line Prefetchオプションは、下記の
フィールドで設定できます。

[CPU Performance]

set CPUPerformance

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出
されたときにプリフェッチャを使用します。

[Hardware Prefetcher]

set HardwarePrefetch
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説明Name

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の
両方を取得します。

[Adjacent Cache Line Prefetcher]

set AdjacentCacheLinePrefetch

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を
予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [Enabled]：DCU Prefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

[DCU Streamer Prefetch]

set DcuStreamerPrefetch

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [Enabled]：DCU IP Prefetcherで最も関連性が高いと
判断されたデータを含む L1キャッシュをプリロー
ドします。

[DCU IP Prefetcher]

set DcuIpPrefetch

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されません。

• [Enabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されます。

[Direct Cache Access Support]

set DirectCacheAccess
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説明Name

次のオプションの CPU電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Custom]：前述の BIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらのBIOSパラメータのいずれ
かを変更する場合は、このオプションを選択する必

要があります。

• [Disabled]：サーバで CPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]：前述の BIOSパ
ラメータに最適な設定が決定され、これらのパラ

メータの個々の設定は無視されます。

[Power Technology]

set CPUPowerManagement

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

set EnhancedIntelSpeedStep
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説明Name

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Intel Turbo Boost Technology]

set IntelTurboBoostTech

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Processor Power State C6]

set ProcessorC6Report

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

[Processor Power State C1 Enhanced]

set ProcessorC1EReport
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説明Name

アイドル状態のときにCPUが最大非ターボ周波数未満に
なることができるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができます。このオプショ

ンは、電力消費を削減しますが、システムのパ

フォーマンスが低下する場合があります。

• [Enabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができません。このオプ

ションでは、システムのパフォーマンスは向上しま

すが、電力消費は大きくなる可能性があります。

[Frequency Floor Override]

set CpuFreqFloor

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポートモ
デルを通信する方法を定義できます。 Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様で定義され
る 3つのモデルがあります。

• HW_ALL：プロセッサハードウェアが、依存性の
ある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理

プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• SW_ALL：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（物理パッケージ内のすべて

の論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。すべ
ての論理プロセッサで遷移を開始する必要がありま

す。

• SW_ANY：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論

理プロセッサ）間のP-stateを調整します。ドメイン
内の任意の論理プロセッサで遷移を開始する場合が

あります。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[P-STATE Coordination]

set PsdCoordType
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説明Name

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

• [BalancedEnergy][Balanced_Energy]

• [BalancedPerformance][Balanced_Performance]

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]

• [Performance][Performance]

[Energy Performance]

set CpuEngPerfBias

[Memory Configuration]のパラメータ

説明Name

サーバに対するメモリの RAS（信頼性、可用性、有用
性）の設定方法。次のいずれかになります。

• [MaximumPerformance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。こ

のオプションを使用した場合、[Mirroring]よりもシ
ステムパフォーマンスが向上し、[Maximum
Performance]よりも信頼性が向上しますが、
[Mirroring]よりも信頼性が低く、[Maximum
Performance]よりもシステムパフォーマンスは低下
します。

[Select Memory RAS]

set SelectMemoryRAS
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説明Name

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：DRAMクロックスロットリングを低下
させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [Performance]：DRAMクロックスロットリングは
ディセーブルです。追加の電力をかけてメモリ帯域

幅を増やします。

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]：DRAMのクロッ
クスロットリングを上げてエネルギー効率を向上さ

せます。

[DRAM Clock Throttling]

set DRAMClockThrottling

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA]

set NUMAOptimize

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [PowerSavingMode][Power_Saving_Mode]：低電圧の
メモリ動作が高周波数のメモリ動作よりも優先され

ます。 このモードでは、電圧を低く維持するため

に、メモリの周波数が低下する可能性があります。

• [PerformanceMode][Performance_Mode]：高周波数の
動作が低電圧の動作よりも優先されます。

[Low Voltage DDR Mode]

set LvDDRMode
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説明Name

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64msごとにリフレッシュさ
れます。

• [2x]：DRAMセルは、32msごとにリフレッシュさ
れます。

• [3x]：DRAMセルは、21msごとにリフレッシュさ
れます。

• [4x]：DRAMセルは、16msごとにリフレッシュさ
れます。

• [Auto]： DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択さ
れます。これは、このパラメータに推奨される設定

です。

[DRAM Refresh rate]

set DramRefreshRate

CPUで、同時読み取り処理を可能にするために、メモリ
ブロックを分割し、データの隣接する部分をインター

リーブされたチャネル間で分散するかどうか。次のいず

れかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1Way][1_Way]：何らかのチャネルインターリーブ
が使用されます。

• [2Way][2_Way]

• [3Way][3_Way]

• [4Way][4_Way]：チャネルインターリーブの最大量
が使用されます。

[Channel Interleaving]

set ChannelInterLeave

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller CLI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28993-03-J 35

サーバモデルごとの BIOS パラメータ
C220 および C240 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明Name

CPUで、1つのランクの更新中に別のランクにアクセス
できるように、メモリの物理ランクをインターリーブす

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1Way][1_Way]：一部のランクのインターリーブが
使用されます。

• [2Way][2_Way]

• [4Way][4_Way]

• [8Way][8_Way]：ランクのインターリーブの最大容
量が使用されます。

[Rank Interleaving]

set RankInterLeave

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

set PatrolScrub

CPUまたは I/Oによるデマンドリードでメモリの 1ビッ
トエラーが見つかった場合に、システムでこのエラーを

訂正するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：メモリの 1ビットエラーは訂正されま
せん。

• [Enabled]：メモリの1ビットエラーは、メモリで訂
正され、訂正されたデータが、デマンドリードへの

応答に設定されます。

[Demand Scrub]

set DemandScrub
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説明Name

物理サーバがインストールされているおおよその海抜

（m）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300 M][300_M]：サーバは、海抜約300 mです。

• [900 M][900_M]：サーバは、海抜約900 mです。

• [1500M][1500_M]：サーバは、海抜約1500mです。

• [3000M][3000_M]：サーバは、海抜約3000mです。

[Altitude]

set Altitude

[QPI Configuration]のパラメータ

説明Name

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガ転送/秒
（GT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：QPIリンク周波数は CPUによって決定されます。

• [6.4GT/s][6.4_GT/s]

• [7.2GT/s][7.2_GT/s]

• [8.0GT/s][8.0_GT/s]

[QPI Link Frequency]

set QPILinkFrequency

[Onboard Storage]のパラメータ

説明Name

オンボードソフトウェア RAIDコントローラをサーバに使用で
きるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ソフトウェアRAIDコントローラを使用できま
せん。

• [Enabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使用できま
す。

[Onboard SCU Storage Support]

set DisableSCU
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説明Name

オンボード SCUストレージコントローラに関する Pre-bootソ
フトウェアスタックを選択することができます。次のいずれか

になります。

• Intel RSTe(1)

• LSI SW RAID (0)

この設定パラメータは C220サーバに関してのみ有効
です。

（注）

[Onboard SCU Storage SW Stack]

set PchScuOromSelect

[USB Configuration]のパラメータ

説明Name

システムでレガシー USBデバイスをサポートするかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでのみ
使用できます。

• [Enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用できます。

• [Auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レガシー
USBのサポートがディセーブルになります。

[Legacy USB Support]

set LegacyUSBSupport

完全な USBキーボードレガシーサポートのために 60h/64hエ
ミュレーションをシステムでサポートするかどうか。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：60h/64エミュレーションはサポートされませ
ん。

• [Enabled]：60h/64エミュレーションはサポートされます。

サーバで USB非対応オペレーティングシステムを使用す
る場合は、このオプションを選択する必要があります。

[Port 60/64 Emulation]

set UsbEmul6064

すべての物理および仮想USBデバイスがイネーブルであるか、
ディセーブルであるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての USBデバイスがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての USBデバイスがイネーブルです。

[All USB Devices]

set AllUsbDevices
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説明Name

背面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：背面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Rear]

set UsbPortRear

前面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：前面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：前面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Front]

set UsbPortFront

内部 USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：内部 USBポートをディセーブルにします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：内部 USBポートをイネーブルにします。これ
らのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Internal]

set UsbPortInt

KVMポートがイネーブルかディセーブルか。次のいずれかに
なります。

• [Disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスをディ
セーブルにします。キーボードとマウスはKVMウィンド
ウで機能しなくなります。

• [Enabled]： KVMキーボードおよびマウスデバイスをイ
ネーブルにします。

[USB Port: KVM]

set UsbPortKVM
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説明Name

仮想メディアデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：vMediaデバイスをディセーブルにします。

• [Enabled]：vMediaデバイスをイネーブルにします。

[USB Port: VMedia]

set UsbPortVMedia

SDカードドライブがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：SDカードドライブをディセーブルにします。
SDカードドライブは、BIOSおよびオペレーティングシ
ステムによって検出されません。

• [Enabled]：SDカードドライブをイネーブルにします。

[USB Port: SD Card]

set UsbPortSdCard

[PCI Configuration]のパラメータ

説明Name

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[Memory Mapped I/O Above 4GB]

set MemoryMappedIOAbove4GB

BIOSでの ASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ASPMサポートは、BIOSでディセーブ
ルです。

• [Force L0s]：すべてのリンクを強制的に L0スタン
バイ（L0）状態にします。

• [Auto]：電力状態を CPUによって判別します。

[ASPM Support]

set ASPMSupport
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説明Name

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGAグ
ラフィックスデバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [Onboard]：プライオリティがオンボード VGAデバ
イスに与えられます。 BIOSポスト画面および OS
ブートはオンボード VGAポート経由で駆動されま
す。

• [Offboard]：プライオリティがPCIEグラフィックス
アダプタに与えられます。 BIOSポスト画面および
OSブートは外部グラフィックスアダプタポート経
由で駆動されます。

• [OnboardVGADisabled][Onboard_VGA_Disabled]：プ
ライオリティが PCIEグラフィックスアダプタに与
えられ、オンボード VGAデバイスはディセーブル
になります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、
vKVMは機能しません。

（注）

[VGA Priority]

set VgaPriority

[Serial Configuration]のパラメータ

説明Name

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコンソー
ルリダイレクションに使用できるようにします。 BIOSのブー
トが完了し、オペレーティングシステムがサーバを担当する

と、コンソールリダイレクションは関連がなくなり、無効にな

ります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクションは発生
しません。

• [COM0][COM_0]：POST中の COMポート 0でのコンソー
ルリダイレクションをイネーブルにします。

• [COM1][COM_1]：POST中の COMポート 1でのコンソー
ルリダイレクションをイネーブルにします。

[Console Redirection]

set ConsoleRedir
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説明Name

コンソールリダイレクションに使用される文字フォーマットの

タイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされているvt100ビデオ端末とその文字
セットが使用されます。

• [VT100+]：サポートされている vt100-plusビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal Type]

set TerminalType

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレート。

[Console Redirection]をディセーブルにした場合は、このオプ
ションを使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Bits per second]

set BaudRate

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかどうか。

送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用すると、隠れ
た端末問題が原因で発生する可能性があるフレームコリジョン

を減らすことができます。次のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [HardwareRTS/CTS][Hardware_RTS/CTS]：フロー制御に
RTS/CTSが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Flow Control]

set FlowCtrl
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説明Name

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段のキーのア
クションを変更できます。次のいずれかになります。

• [VT100]：ファンクションキーが ESCOP～ ESCO[を生成
します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファンク
ションキー F6～ F12はデフォルトモードと同様に動作し
ますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[Eを生成します。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォルト
モードと同様に動作します。ファンクションキーF1～F4
が ESC OP～ ESC OSを生成します。これはデジタル端末
のキーパッドの上段によって生成されるシーケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12が ESC [M～ ESC
[Xを生成します。ファンクションおよび Shiftキーが ESC
[Y～ESC [jを生成します。Ctrlおよびファンクションキー
が ESC [k～ ESC [vを生成します。 Shift、Ctrlおよびファ
ンクションキーが ESC [w～ ESC [{を生成します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクションキーは
デジタル端末の一般的な動作と一致します。ファンクショ

ンキーが ESC [11~や ESC [12~などのシーケンスを生成し
ます。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモードと同様
に動作します。テンキーの最上段のキーがESCOP～ESC
OSを生成します。

[Putty KeyPad]

set PuttyFunctionKeyPad

BIOSPOSTが完了し、OSブートローダに制御が渡された後に、
BIOSコンソールリダイレクションがアクティブであるかどう
か。次のいずれかになります。

• [AlwaysEnable][Always_Enable]：OSのブートおよび実行時
にBIOSレガシーコンソールリダイレクションがアクティ
ブになります。

• [Bootloader]：OSブートローダに制御が渡される前にBIOS
レガシーコンソールリダイレクションがディセーブルに

なります。

[Redirection After BIOS POST]

set RedirectionAfterPOST
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説明Name

Windows緊急管理サービスに使用可能な COMポート 0を設定
することができます。このセットアップオプションに基づいて

ACPI SPCRテーブルが報告されます。次のいずれかになりま
す。

• [Disabled]：Windowsオペレーティングシステムで使われ
る汎用ポートとして COMポート 0を設定します。

• [Enabled]：Windows緊急管理サービス用のリモート管理
ポートとして COMポート 0を設定します。

[Out-of-Band Mgmt Port]

set comSpcrEnable

[LOM and PCIe Slots Configuration]のパラメータ

説明Name

すべての LOMポートがイネーブルであるか、ディセーブルで
あるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての LOMポートがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての LOMポートがイネーブルです。

[All Onboard LOM Ports]

set AllLomPortControl

nで指定された LOMポートでオプション ROMを使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[LOM Port n OptionROM]

set LomOpromControlPortn

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[All PCIe Slots OptionROM]

set PcieOptionROMs
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説明Name

PCIe拡張スロットnをサーバに使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[PCIe Slot:n OptionROM]

set PcieSlotnOptionROM

PCIeメザニンスロットの拡張ROMをサーバで使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[PCIe Mezzanine OptionROM]

set PcieMezzOptionROM

このオプションでは、PCIeスロット nに取り付けられたアダプ
タカードの最大速度を制限することができます。次のいずれか

になります。

• [GEN1]：最大速度が2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [GEN2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [GEN3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [Disabled]：最大速度は制限されません。

たとえば、PCIeスロット 2に第3世代アダプタカードがあり、
カードがサポートする 8GT/sの代わりに最大速度 5GT/sで実行
する場合は、PCIeスロット 2のリンク速度をGEN2に設定しま
す。システムは、カードがサポートする最大速度8GT/sを無視
し、最大速度を強制的に 5 GT/sにします。

[PCIe Slot:n Link Speed]

PCIe Slot:nLinkSpeed
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C220 および C240 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明Name

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するために CIMCによって FRB2タイマーが使用され
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中に FRB2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

[FRB-2 Timer]

set FRB-2

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

set OSBootWatchdogTimerTimeoutコマンドで指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、set OSBootWatchdogTimerPolicy
コマンドで指定されたアクションを実行します。

[OS Watchdog Timer]

set OSBootWatchdogTimer
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説明Name

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5 Minutes][5_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 5分後に期限が
切れます。

• [10Minutes][10_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 10分後に期限が
切れます。

• [15Minutes][15_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 15分後に期限が
切れます。

• [20Minutes][20_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 20分後に期限が
切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Timeout]

set OSBootWatchdogTimerTimeOut

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [DoNothing][Do_Nothing]：OSのブート中にウォッ
チドッグタイマーの期限が切れた場合、アクション

は実行されません。

• [PowerDown][Power_Down]：OSのブート中にウォッ
チドッグタイマーの期限が切れた場合、サーバの電

源がオフになります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Policy]

set OSBootWatchdogTimerPolicy
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説明Name

使用できる特定のデバイスタイプのデバイスがない場

合、またはユーザがサーバの BIOSセットアップユー
ティリティを使用して別のブート順序を定義している場

合に、サーバで CIMCGUIまたは CLIを通じて定義され
ているブート順リストを変更する方法。

サポートされるデバイスのタイプは次のとおりです。

• HDD：ハードディスクドライブ

• FDD：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能 CD-ROMまたは DVD

• PXE：PXEブート

• EFI：Extensible Firmware Interface

[BootOrderRules]オプションは次のいずれかになります。

• [Strict]：特定のタイプのデバイスがない場合、シス
テムでは、ブート順序リストに、そのデバイスタイ

プ用のプレースホルダを作成します。そのタイプの

デバイスが使用可能になると、事前に定義した位置

のブート順に追加されます。

ユーザがサーバの BIOSセットアップユーティリ
ティでブート順を定義すると、そのブート順は、で

起動CIMCGUIまたはCLIを介して設定されている
ブート順よりも優先されます。CIMCを介して定義
されており、BIOSセットアップユーティリティに
よって定義されたブート順にないすべてのデバイス

タイプは、ブート順リストから削除されます。

• [Loose]：特定のタイプのデバイスが存在しない場
合、システムはブート順からそのデバイスタイプを

削除します。そのタイプのデバイスが使用可能にな

ると、システムはブート順リストの末尾に追加しま

す。

ブート順がサーバのBIOSセットアップユーティリ
ティで設定されると、そのブート順は、CIMC GUI
またはCLIを介して設定されているブート順よりも
優先されます。 CIMCを介して定義されており、
BIOSセットアップユーティリティによって定義さ
れたブート順にないすべてのデバイスタイプは、

ブート順リストの最後に移動されます。

[Boot Order Rules]

set ManagedBootRule
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C260 サーバ

C260 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明Name

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。次の
いずれかになります。

• [Enabled]：POST中に重大なエラーが発生した場合、BIOS
はサーバのブートを一時停止し、Error Managerを開きま
す。

• [Disabled]：BIOSはサーバのブートを続行します。

[POST Error Pause]

set POSTErrorPause

BIOSでユーザ入力を待機せずに非EFIベースのブートオプショ
ンを再試行するかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：ユーザ入力を待機せずに非 EFIベースのブート
オプションを継続的に再試行します。

• [Disabled]：ユーザ入力を待機してから非EFIベースのブー
トオプションを再試行します。

[Boot Option Retry]

set BootOptionRetry

C260 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明Name

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Intel Turbo Boost Technology]

set IntelTurboBoostTech
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説明Name

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

set EnhancedIntelSpeedStep

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

set IntelHyperThread

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]

set CoreMultiProcessing
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説明Name

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

set ExecuteDisable

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel Virtualization Technology]

set IntelVT

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT for Directed IO]

set IntelVTD
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説明Name

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでリマッピングをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-d Interrupt Remappingを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d Interrupt Remapping]

set InterruptRemap

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

set CoherencySupport

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d Address Translation Services]

set ATS

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでパススルーDMAをサポー
トしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d Pass-through DMAを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d PassThrough DMA]

set PassThroughDMA
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説明Name

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されません。

• [Enabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されます。

[Direct Cache Access]

set DirectCacheAccess

BIOSからオペレーティングシステムにC3レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C3状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC3レポートを送信しません。

• [ACPIC2][ACPI_C2]：BIOSから ACPI C2形式の C3
レポートを送信し、OSがプロセッサを電力量の少
ない C3状態に移行できるようにします。

• [ACPIC3][ACPI_C3]：BIOSから ACPI C3形式の C3
レポートを送信し、OSがプロセッサを電力量の少
ない C3状態に移行できるようにします。

[Processor C3 Report]

set ProcessorC3Report

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[Processor C6 Report]

set ProcessorC6Report
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説明Name

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

• [C0state][C0_state]：サーバはすべてのサーバコン
ポーネントに常にフルパワーを提供します。この

オプションでは、最高レベルのパフォーマンスが維

持され、最大量の電力が必要となります。

• [C1state][C1_state]：CPUのアイドル時に、システム
は電力消費を少し減らします。このオプションで

は、必要な電力が C0よりも少なく、サーバはすば
やくハイパフォーマンスモードに戻ることができ

ます。

• [C3state][C3_state]：CPUのアイドル時に、システム
は C1オプションの場合よりもさらに電力消費を減
らします。この場合、必要な電力は C1または C0
よりも少なくなりますが、サーバがハイパフォーマ

ンスモードに戻るのに要する時間が少し長くなりま

す。

• [C6state][C6_state]：CPUのアイドル時に、システム
は C3オプションの場合よりもさらに電力消費を減
らします。このオプションを使用すると、C0、C1、
または C3よりも電力量が節約されますが、サーバ
がフルパワーに戻るまでにパフォーマンス上の問題

が発生する可能性があります。

• [C7state][C7_state]：CPUのアイドル時に、サーバは
コンポーネントが使用できる電力量を最小にしま

す。このオプションでは、節約される電力量が最大

になりますが、サーバがハイパフォーマンスモー

ドに戻るのに要する時間も最も長くなります。

• [NoLimit][No_Limit]：サーバは、使用可能な任意の
Cステートに入ることがあります。

このオプションは [CPU C State]がイネーブル
の場合にのみ使用されます。

（注）

[Package C State Limit]

set PackageCStateLimit
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説明Name

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ることが

できるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：システムはアイドル時でもハイパフォー
マンス状態のままになります。

• [Enabled]：システムは DIMMや CPUなどのシステ
ムコンポーネントへの電力を低減できます。電力

低減量は、set PackageCStateLimitコマンドにより
指定します。

[CPU C State]

set ProcessorCcxEnable

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

このオプションは、[CPUC
State][ProcessorCcxEnable]がイネーブルの場合
にのみ使用します。

（注）

[C1E]

set ProcessorC1eEnable

[Memory Configuration]のパラメータ

説明Name

サーバに対するメモリの RAS（信頼性、可用性、有用
性）の設定方法。次のいずれかになります。

• [MaximumPerformance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Sparing]：システムは、DIMMに障害が発生した場
合に使用するためのメモリを予約します。障害が発

生した場合、サーバはDIMMをオフラインにして、
予約済みのメモリと置き換えます。このオプション

は、ミラーリングよりも冗長性が低くなりますが、

サーバで実行するプログラムに使用できるメモリの

量が多くなります。

[Select Memory RAS]

set SelectMemoryRAS
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説明Name

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA Optimized]

set NUMAOptimize

CIMCで使用される予備設定モード。次のいずれかにな
ります。

• [RankSparing][Rank_Sparing]：ランクレベルで予備
メモリが割り当てられます。

• [DIMMSparing]：DIMMレベルで予備メモリが割り
当てられます。

このオプションは、[SelectMemory RAS][set
SelectMemoryRAS]が [Sparing]に設定されてい
る場合にのみ使用されます。

（注）

[Sparing Mode]

set SparingMode

ミラーリングは IntegratedMemoryController（IMC）全体
でサポートされ、1つのメモリライザーが別のメモリラ
イザーとミラーリングされます。次のいずれかになりま

す。

• [Intersocket]：各 IMCは2つのソケット全体でミラー
リングされます。

• [Intrasocket]：1つの IMCが同じソケット内の別の
IMCとミラーリングされます。

このオプションは、[SelectMemory
RAS][SelectMemoryRAS]が [Mirroring]に設定
されている場合にのみ使用します。

（注）

[Mirroring Mode]

set MirroringMode
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説明Name

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64msごとにリフレッシュさ
れます。

• [2x]：DRAMセルは、32msごとにリフレッシュさ
れます。

• [3x]：DRAMセルは、21msごとにリフレッシュさ
れます。

• [4x]：DRAMセルは、16msごとにリフレッシュさ
れます。

• [Auto]： DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択さ
れます。これは、このパラメータに推奨される設定

です。

[DRAM Refresh rate]

set DramRefreshRate

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

set PatrolScrub

各パトロールスクラブによるメモリアクセスの時間間

隔を制御します。小さくすると、メモリのスクラブ頻度

が高くなりますが、必要なメモリ帯域幅も多くなりま

す。

5～ 23の値を選択します。デフォルト値は 8です。

このオプションは、[Patrol Scrub]がイネーブル
の場合にのみ使用します。

（注）

[Patrol Scrub Interval]

set PatrolScrubDuration
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説明Name

DIMMの省電力モードポリシーを制御します。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：DIMMは省電力モードに入りません。

• [Slow]：DIMMは省電力モードに入ることができま
すが、要件が厳しくなります。したがって、DIMM
が省電力モードに入る頻度は低くなります。

• [Fast]：DIMMはできる限り頻繁に省電力モードに
入ります。

• [Auto]：BIOSは DIMMの構成に基づいて DIMMが
省電力モードに入るタイミングを制御します。

[CKE Low Policy]

set CkeLowPolicy

[Serial Port Configuration]のパラメータ

説明Name

シリアルポート Aがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：シリアルポートはディセーブルになります。

• [Enabled]：シリアルポートはイネーブルになります。

[Serial A Enable]

set Serial-PortA

[USB Configuration]のパラメータ

説明Name

サーバが USBデバイスからブートできるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：サーバは USBデバイスからブートできます。

• [Enabled]：サーバはUSBデバイスからブートできません。

[Make Device Non-Bootable]

setMakeUSBDeviceNonBootable
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[PCI Configuration]のパラメータ

説明Name

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[Memory Mapped I/O Above 4GB]

set MemoryMappedIOAbove4GB

nで指定されたオンボード NIC用に組み込み PXEオプ
ション ROMをシステムでロードするかどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：PXEオプションROMをNIC nに使用で
きません。

• [Enabled]：PXEオプション ROMを NIC nに使用で
きます。

[Onboard NIC n ROM]

set NIC-n-ROM

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用でき
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCIeオプション ROMを使用できませ
ん。

• [Enabled]：PCIeオプションROMを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用
でのみ使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガ
シー用でのみ使用できます。

[PCIe OptionROMs]

set PciOptionRomsDisable
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説明Name

PCIe拡張スロット nをサーバに使用できるかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用
でのみ使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガ
シー用でのみ使用できます。

[PCIe Slot n ROM]

set Slot-n-ROM

サーバ上で Gbit LOMがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：Gbit LOMを使用できません。

• [Enabled]：10Git LOMを使用できます。

[Onboard Gbit LOM]

set OnboardNic1

サーバ上で10GbitLOMがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：10Gbit LOMを使用できません。

• [Enabled]：10Gbit LOMを使用できます。

[Onboard 10Gbit LOM]

set OnboardNic2

サーバ上で SR-IOV（Single Root I/O Virtualization）がイ
ネーブルかディセーブルか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SR-IOVはディセーブルになります。

• [Enabled]：SR-IOVはイネーブルになります。

[Sriov]

set SrIov
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説明Name

システム要件に応じて、IOH0と IOH1間で 16ビット I/O
リソースの64KBを分配できます。次のいずれかになり
ます。

• [IOH0 24k IOH1 40k]：16ビット I/Oリソースの 24
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 40 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 32k IOH1 32k]：16ビット I/Oリソースの 32
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 32 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 40k IOH1 24k]：16ビット I/Oリソースの 40
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 24 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 48k IOH1 16k]：16ビット I/Oリソースの 48
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 16 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 56k IOH1 8k]：16ビット I/Oリソースの 56KB
を IOH0に、16ビット I/Oリソースの 8 KBを IOH1
に割り当てます。

[IOH Resource Allocation]

set IOHResource

C260 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明Name

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク不
能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SERRの発生時に、BIOSはNMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [Enabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。 [AssertNMI on
PERR][Assert_NMI_on_PERR]をイネーブルにする場
合は、この設定をイネーブルにする必要がありま

す。

[Assert NMI on SERR]

set AssertNMIOnSERR
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説明Name

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラーを
ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PERRの発生時に、BIOSはNMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [Enabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。この設定を使用す

るには、[AssertNMI on SERR][Assert_NMI_on_SERR]
をイネーブルにする必要があります。

[Assert NMI on PERR]

set AssertNMIOnPERR

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステムが
サーバを担当すると、コンソールリダイレクションは関

連がなくなり、無効になります。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクション
は発生しません。

• [SerialPort A][Serial_Port_A]：POST中のシリアル
ポートAでのコンソールリダイレクションをイネー
ブルにします。

このオプションをイネーブルにする場合は、

POST中に表示される Quiet Bootのロゴ画面も
ディセーブルにします。

（注）

[Console Redirection]

set ConsoleRedir

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかど

うか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用
すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性がある

フレームコリジョンを減らすことができます。次のい

ずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [RTS-CTS]：RTS/CTSがフロー制御に使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]

set FlowCtrl
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説明Name

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。 [ConsoleRedirection]をディセーブルにした場合は、
このオプションを使用できません。次のいずれかになり

ます。

• [9.6k]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19.2k]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38.4k]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57.6k]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115.2k]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Baud Rate]

set BaudRate

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされている vt100ビデオ端末と
その文字セットが使用されます。

• [VT100-PLUS]：サポートされている vt100-plusビデ
オ端末とその文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用
されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal Type]

set TerminalType
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説明Name

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5 Minutes][5_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 5分後に期限が
切れます。

• [10Minutes][10_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 10分後に期限が
切れます。

• [15Minutes][15_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 15分後に期限が
切れます。

• [20Minutes][20_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 20分後に期限が
切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]

set OSBootWatchdogTimerTimeOut

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [PowerOff][Power_Off]：OSのブート中にウォッチ
ドッグタイマーの期限が切れた場合、サーバの電源

がオフになります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Boot Watchdog Policy]

set OSBootWatchdogTimerPolicy

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションをイネーブルに
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：コンソールリダイレクションがイネー
ブルになっているシリアルポートは、レガシーなオ

ペレーティングシステムから認識されません。

• [Enabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ
ルになっているシリアルポートは、レガシーなオペ

レーティングシステムから認識できます。

[Legacy OS Redirection]

set LegacyOSRedir
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説明Name

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

set OSBootWatchdogTimerTimeoutコマンドで指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、set OSBootWatchdogTimerPolicy
コマンドで指定されたアクションを実行します。

[OS Boot Watchdog Timer]

set OSBootWatchdogTimer

C420 サーバ

C420 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明Name

TPM（トラステッドプラットフォームモジュール）は、主に暗
号キーを使用する基本的なセキュリティ関連機能を提供するよ

うに設計されたマイクロチップです。このオプションを使用す

ると、システムの TPMセキュリティデバイスサポートを制御
できます。この属性の種類は次のとおりです。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しません。

• [Enabled]：サーバは TPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートす

るかどうかについては、オペレーティングシステム

のベンダーに問い合わせることを推奨します。

（注）

[TPM Support]

set TPMAdminCtrl
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C420 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明Name

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

set IntelHyperThread

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]

set CoreMultiProcessing
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説明Name

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

set ExecuteDisable

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel VT]

set IntelVT

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT-d]

set IntelVTD
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説明Name

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

set CoherencySupport

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d ATS Support]

set ATS

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。パフォーマンスプロファイルは次のオプションで

構成されます。

• DCU Streamer Prefetcher

• DCU IP Prefetcher

• Hardware Prefetcher

• Adjacent Cache-Line Prefetch

次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルで
す。

• [HighThroughput][High_Throughput]：DCUIPPrefetcher
のみがイネーブルです。残りのオプションはディ

セーブルになります。

• [HPC]：すべてのオプションがイネーブルです。こ
の設定はハイパフォーマンスコンピューティング

とも呼ばれます。

• [Custom]：パフォーマンスプロファイルのすべての
オプションをサーバの BIOSセットアップから設定
できます。また、Hardware Prefetcherオプションと
Adjacent Cache-Line Prefetchオプションは、下記の
フィールドで設定できます。

[CPU Performance]

set CPUPerformance
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説明Name

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出
されたときにプリフェッチャを使用します。

[Hardware Prefetcher]

set HardwarePrefetch

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の
両方を取得します。

[Adjacent Cache Line Prefetcher]

set AdjacentCacheLinePrefetch

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を
予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [Enabled]：DCU Prefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

[DCU Streamer Prefetch]

set DcuStreamerPrefetch

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [Enabled]：DCU IP Prefetcherで最も関連性が高いと
判断されたデータを含む L1キャッシュをプリロー
ドします。

[DCU IP Prefetcher]

set DcuIpPrefetch
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説明Name

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されません。

• [Enabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されます。

[Direct Cache Access Support]

set DirectCacheAccess

次のオプションの CPU電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Custom]：前述の BIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらのBIOSパラメータのいずれ
かを変更する場合は、このオプションを選択する必

要があります。

• [Disabled]：サーバで CPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]：前述の BIOSパ
ラメータに最適な設定が決定され、これらのパラ

メータの個々の設定は無視されます。

[Power Technology]

set CPUPowerManagement
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説明Name

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

set EnhancedIntelSpeedStep

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Intel Turbo Boost Technology]

set IntelTurboBoostTech
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説明Name

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[Processor Power State C6]

set ProcessorC6Report

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

[Processor Power State C1 Enhanced]

set ProcessorC1EReport

アイドル状態のときにCPUが最大非ターボ周波数未満に
なることができるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができます。このオプショ

ンは、電力消費を削減しますが、システムのパ

フォーマンスが低下する場合があります。

• [Enabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができません。このオプ

ションでは、システムのパフォーマンスは向上しま

すが、電力消費は大きくなる可能性があります。

[Frequency Floor Override]

set CpuFreqFloor
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説明Name

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポートモ
デルを通信する方法を定義できます。 Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様で定義され
る 3つのモデルがあります。

• HW_ALL：プロセッサハードウェアが、依存性の
ある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理

プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• SW_ALL：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（物理パッケージ内のすべて

の論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。すべ
ての論理プロセッサで遷移を開始する必要がありま

す。

• SW_ANY：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論

理プロセッサ）間のP-stateを調整します。ドメイン
内の任意の論理プロセッサで遷移を開始する場合が

あります。

[PowerTechnology][CPUPowerManagement]を
[Custom]に設定する必要があります。そのよう
にしない場合、このパラメータの設定は無視さ

れます。

（注）

[P-STATE Coordination]

set PsdCoordType

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

• [BalancedEnergy][Balanced_Energy]

• [BalancedPerformance][Balanced_Performance]

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]

• [Performance][Performance]

[Energy Performance]

set CpuEngPerfBias
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[Memory Configuration]のパラメータ

説明Name

サーバに対するメモリの RAS（信頼性、可用性、有用
性）の設定方法。次のいずれかになります。

• [MaximumPerformance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。こ

のオプションを使用した場合、[Mirroring]よりもシ
ステムパフォーマンスが向上し、[Maximum
Performance]よりも信頼性が向上しますが、
[Mirroring]よりも信頼性が低く、[Maximum
Performance]よりもシステムパフォーマンスは低下
します。

[Select Memory RAS]

set SelectMemoryRAS

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：DRAMクロックスロットリングを低下
させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [Performance]：DRAMクロックスロットリングは
ディセーブルです。追加の電力をかけてメモリ帯域

幅を増やします。

• [EnergyEfficient][Energy_Efficient]：DRAMのクロッ
クスロットリングを上げてエネルギー効率を向上さ

せます。

[DRAM Clock Throttling]

set DRAMClockThrottling
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説明Name

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA]

set NUMAOptimize

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [PowerSavingMode][Power_Saving_Mode]：低電圧の
メモリ動作が高周波数のメモリ動作よりも優先され

ます。 このモードでは、電圧を低く維持するため

に、メモリの周波数が低下する可能性があります。

• [PerformanceMode][Performance_Mode]：高周波数の
動作が低電圧の動作よりも優先されます。

[Low Voltage DDR Mode]

set LvDDRMode

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64msごとにリフレッシュさ
れます。

• [2x]：DRAMセルは、32msごとにリフレッシュさ
れます。

• [3x]：DRAMセルは、21msごとにリフレッシュさ
れます。

• [4x]：DRAMセルは、16msごとにリフレッシュさ
れます。

• [Auto]： DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択さ
れます。これは、このパラメータに推奨される設定

です。

[DRAM Refresh rate]

set DramRefreshRate

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller CLI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28993-03-J 75

サーバモデルごとの BIOS パラメータ
C420 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明Name

CPUで、同時読み取り処理を可能にするために、メモリ
ブロックを分割し、データの隣接する部分をインター

リーブされたチャネル間で分散するかどうか。次のいず

れかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1Way][1_Way]：何らかのチャネルインターリーブ
が使用されます。

• [2Way][2_Way]

• [3Way][3_Way]

• [4Way][4_Way]：チャネルインターリーブの最大量
が使用されます。

[Channel Interleaving]

set ChannelInterLeave

CPUで、1つのランクの更新中に別のランクにアクセス
できるように、メモリの物理ランクをインターリーブす

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1Way][1_Way]：一部のランクのインターリーブが
使用されます。

• [2Way][2_Way]

• [4Way][4_Way]

• [8Way][8_Way]：ランクのインターリーブの最大容
量が使用されます。

[Rank Interleaving]

set RankInterLeave
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説明Name

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

set PatrolScrub

CPUまたは I/Oによるデマンドリードでメモリの 1ビッ
トエラーが見つかった場合に、システムでこのエラーを

訂正するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：メモリの 1ビットエラーは訂正されま
せん。

• [Enabled]：メモリの1ビットエラーは、メモリで訂
正され、訂正されたデータが、デマンドリードへの

応答に設定されます。

[Demand Scrub]

set DemandScrub

物理サーバがインストールされているおおよその海抜

（m）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300 M][300_M]：サーバは、海抜約300 mです。

• [900 M][900_M]：サーバは、海抜約900 mです。

• [1500M][1500_M]：サーバは、海抜約1500mです。

• [3000M][3000_M]：サーバは、海抜約3000mです。

[Altitude]

set Altitude
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[QPI Configuration]のパラメータ

説明Name

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガ転送/秒
（GT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：QPIリンク周波数は CPUによって決定されます。

• [6.4GT/s][6.4_GT/s]

• [7.2GT/s][7.2_GT/s]

• [8.0GT/s][8.0_GT/s]

[QPI Link Frequency]

set QPILinkFrequency

[USB Configuration]のパラメータ

説明Name

システムでレガシー USBデバイスをサポートするかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでのみ
使用できます。

• [Enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用できます。

• [Auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レガシー
USBのサポートがディセーブルになります。

[Legacy USB Support]

set LegacyUSBSupport

すべての物理および仮想USBデバイスがイネーブルであるか、
ディセーブルであるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての USBデバイスがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての USBデバイスがイネーブルです。

[All USB Devices]

set AllUsbDevices

背面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：背面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Rear]

set UsbPortRear
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説明Name

前面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：前面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：前面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Front]

set UsbPortFront

内部 USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：内部 USBポートをディセーブルにします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：内部 USBポートをイネーブルにします。これ
らのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Internal]

set UsbPortInt

KVMポートがイネーブルかディセーブルか。次のいずれかに
なります。

• [Disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスをディ
セーブルにします。キーボードとマウスはKVMウィンド
ウで機能しなくなります。

• [Enabled]： KVMキーボードおよびマウスデバイスをイ
ネーブルにします。

[USB Port: KVM]

set UsbPortKVM

仮想メディアデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：vMediaデバイスをディセーブルにします。

• [Enabled]：vMediaデバイスをイネーブルにします。

[USB Port: VMedia]

set UsbPortVMedia
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説明Name

SDカードドライブがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：SDカードドライブをディセーブルにします。
SDカードドライブは、BIOSおよびオペレーティングシ
ステムによって検出されません。

• [Enabled]：SDカードドライブをイネーブルにします。

[USB Port: SD Card]

set UsbPortSdCard

[PCI Configuration]のパラメータ

説明Name

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[MMIO Above 4GB]

set MemoryMappedIOAbove4GB

BIOSでの ASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ASPMサポートは、BIOSでディセーブ
ルです。

• [Force L0s]：すべてのリンクを強制的に L0スタン
バイ（L0）状態にします。

• [Auto]：電力状態を CPUによって判別します。

[ASPM Support]

set ASPMSupport
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説明Name

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGAグ
ラフィックスデバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [Onboard]：プライオリティがオンボード VGAデバ
イスに与えられます。 BIOSポスト画面および OS
ブートはオンボード VGAポート経由で駆動されま
す。

• [Offboard]：プライオリティがPCIEグラフィックス
アダプタに与えられます。 BIOSポスト画面および
OSブートは外部グラフィックスアダプタポート経
由で駆動されます。

• [OnboardVGADisabled][Onboard_VGA_Disabled]：プ
ライオリティが PCIEグラフィックスアダプタに与
えられ、オンボード VGAデバイスはディセーブル
になります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、
vKVMは機能しません。

（注）

[VGA Priority]

set VgaPriority

[Serial Configuration]のパラメータ

説明Name

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコンソー
ルリダイレクションに使用できるようにします。 BIOSのブー
トが完了し、オペレーティングシステムがサーバを担当する

と、コンソールリダイレクションは関連がなくなり、無効にな

ります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクションは発生
しません。

• [Enabled]：POST中のシリアルポート Aでのコンソール
リダイレクションをイネーブルにします。

[Console Redirection]

set ConsoleRedir
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説明Name

コンソールリダイレクションに使用される文字フォーマットの

タイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされているvt100ビデオ端末とその文字
セットが使用されます。

• [VT100+]：サポートされている vt100-plusビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal Type]

set TerminalType

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレート。

[Console Redirection]をディセーブルにした場合は、このオプ
ションを使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Bits per second]

set BaudRate

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかどうか。

送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用すると、隠れ
た端末問題が原因で発生する可能性があるフレームコリジョン

を減らすことができます。次のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [HardwareRTS/CTS][Hardware_RTS/CTS]：フロー制御に
RTS/CTSが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Flow Control]

set FlowCtrl
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説明Name

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段のキーのア
クションを変更できます。次のいずれかになります。

• [VT100]：ファンクションキーが ESCOP～ ESCO[を生成
します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファンク
ションキー F6～ F12はデフォルトモードと同様に動作し
ますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[Eを生成します。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォルト
モードと同様に動作します。ファンクションキーF1～F4
が ESC OP～ ESC OSを生成します。これはデジタル端末
のキーパッドの上段によって生成されるシーケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12が ESC [M～ ESC
[Xを生成します。ファンクションおよび Shiftキーが ESC
[Y～ESC [jを生成します。Ctrlおよびファンクションキー
が ESC [k～ ESC [vを生成します。 Shift、Ctrlおよびファ
ンクションキーが ESC [w～ ESC [{を生成します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクションキーは
デジタル端末の一般的な動作と一致します。ファンクショ

ンキーが ESC [11~や ESC [12~などのシーケンスを生成し
ます。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモードと同様
に動作します。テンキーの最上段のキーがESCOP～ESC
OSを生成します。

[Putty KeyPad]

set PuttyFunctionKeyPad

BIOSPOSTが完了し、OSブートローダに制御が渡された後に、
BIOSコンソールリダイレクションがアクティブであるかどう
か。次のいずれかになります。

• [AlwaysEnable][Always_Enable]：OSのブートおよび実行時
にBIOSレガシーコンソールリダイレクションがアクティ
ブになります。

• [Bootloader]：OSブートローダに制御が渡される前にBIOS
レガシーコンソールリダイレクションがディセーブルに

なります。

[Redirection After BIOS POST]

set RedirectionAfterPOST
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[LOM and PCIe Slots Configuration]のパラメータ

説明Name

すべての LOMポートがイネーブルであるか、ディセーブルで
あるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての LOMポートがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての LOMポートがイネーブルです。

[All Onboard LOM Ports]

set AllLomPortControl

nで指定された LOMポートでオプション ROMを使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：LOMポート nでオプション ROMを使用でき
ません。

• [Enabled]：LOMポート nでオプションROMを使用できま
す。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[LOM Port n OptionROM]

set LomOpromControlPortn

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCIeオプション ROMを使用できません。

• [Enabled]：PCIeオプション ROMを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[All PCIe Slots OptionROM]

set PcieOptionROMs

PCIe拡張スロットnをサーバに使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用でのみ
使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガシー用
でのみ使用できます。

[PCIe Slot:n OptionROM]

set PcieSlotnOptionROM
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説明Name

このオプションでは、PCIeスロット nに取り付けられたアダプ
タカードの最大速度を制限することができます。次のいずれか

になります。

• [GEN1]：最大速度が2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [GEN2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [GEN3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [Disabled]：最大速度は制限されません。

たとえば、PCIeスロット 2に第3世代アダプタカードがあり、
カードがサポートする 8GT/sの代わりに最大速度 5GT/sで実行
する場合は、PCIeスロット 2のリンク速度をGEN2に設定しま
す。システムは、カードがサポートする最大速度8GT/sを無視
し、最大速度を強制的に 5 GT/sにします。

[PCIe Slot:n Link Speed]

PCIe Slot:nLinkSpeed

C420 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明Name

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するために CIMCによって FRB2タイマーが使用され
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中に FRB2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

[FRB-2 Timer]

set FRB-2

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

set OSBootWatchdogTimerTimeoutコマンドで指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、set OSBootWatchdogTimerPolicy
コマンドで指定されたアクションを実行します。

[OS Watchdog Timer]

set OSBootWatchdogTimer
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説明Name

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5 Minutes][5_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 5分後に期限が
切れます。

• [10Minutes][10_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 10分後に期限が
切れます。

• [15Minutes][15_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 15分後に期限が
切れます。

• [20Minutes][20_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 20分後に期限が
切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Timeout]

set OSBootWatchdogTimerTimeOut

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [DoNothing][Do_Nothing]：OSのブート中にウォッ
チドッグタイマーの期限が切れた場合、アクション

は実行されません。

• [PowerDown][Power_Down]：OSのブート中にウォッ
チドッグタイマーの期限が切れた場合、サーバの電

源がオフになります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Policy]

set OSBootWatchdogTimerPolicy
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説明Name

使用できる特定のデバイスタイプのデバイスがない場

合、またはユーザがサーバの BIOSセットアップユー
ティリティを使用して別のブート順序を定義している場

合に、サーバで CIMCGUIまたは CLIを通じて定義され
ているブート順リストを変更する方法。

サポートされるデバイスのタイプは次のとおりです。

• HDD：ハードディスクドライブ

• FDD：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能 CD-ROMまたは DVD

• PXE：PXEブート

• EFI：Extensible Firmware Interface

[BootOrderRules]オプションは次のいずれかになります。

• [Strict]：特定のタイプのデバイスがない場合、シス
テムでは、ブート順序リストに、そのデバイスタイ

プ用のプレースホルダを作成します。そのタイプの

デバイスが使用可能になると、事前に定義した位置

のブート順に追加されます。

ユーザがサーバの BIOSセットアップユーティリ
ティでブート順を定義すると、そのブート順は、で

起動CIMCGUIまたはCLIを介して設定されている
ブート順よりも優先されます。CIMCを介して定義
されており、BIOSセットアップユーティリティに
よって定義されたブート順にないすべてのデバイス

タイプは、ブート順リストから削除されます。

• [Loose]：特定のタイプのデバイスが存在しない場
合、システムはブート順からそのデバイスタイプを

削除します。そのタイプのデバイスが使用可能にな

ると、システムはブート順リストの末尾に追加しま

す。

ブート順がサーバのBIOSセットアップユーティリ
ティで設定されると、そのブート順は、CIMC GUI
またはCLIを介して設定されているブート順よりも
優先されます。 CIMCを介して定義されており、
BIOSセットアップユーティリティによって定義さ
れたブート順にないすべてのデバイスタイプは、

ブート順リストの最後に移動されます。

[Boot Order Rules]

set ManagedBootRule
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C460 サーバ

C460 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明Name

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。次の
いずれかになります。

• [Enabled]：POST中に重大なエラーが発生した場合、BIOS
はサーバのブートを一時停止し、Error Managerを開きま
す。

• [Disabled]：BIOSはサーバのブートを続行します。

[POST Error Pause]

set POSTErrorPause

BIOSでユーザ入力を待機せずに非EFIベースのブートオプショ
ンを再試行するかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：ユーザ入力を待機せずに非 EFIベースのブート
オプションを継続的に再試行します。

• [Disabled]：ユーザ入力を待機してから非EFIベースのブー
トオプションを再試行します。

[Boot Option Retry]

set BootOptionRetry

C460 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明Name

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Intel Turbo Boost Technology]

set IntelTurboBoostTech
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説明Name

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

set EnhancedIntelSpeedStep

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

set IntelHyperThread

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]

set CoreMultiProcessing
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説明Name

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

set ExecuteDisable

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel Virtualization Technology]

set IntelVT

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT for Directed IO]

set IntelVTD
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説明Name

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでリマッピングをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-d Interrupt Remappingを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d Interrupt Remapping]

set InterruptRemap

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

set CoherencySupport

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d Address Translation Services]

set ATS

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでパススルーDMAをサポー
トしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d Pass-through DMAを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d PassThrough DMA]

set PassThroughDMA
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説明Name

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されません。

• [Enabled]：I/Oデバイスからのデータは、プロセッ
サのキャッシュに直接配置されます。

[Direct Cache Access]

set DirectCacheAccess

BIOSからオペレーティングシステムにC3レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C3状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC3レポートを送信しません。

• [ACPIC2][ACPI_C2]：BIOSから ACPI C2形式の C3
レポートを送信し、OSがプロセッサを電力量の少
ない C3状態に移行できるようにします。

• [ACPIC3][ACPI_C3]：BIOSから ACPI C3形式の C3
レポートを送信し、OSがプロセッサを電力量の少
ない C3状態に移行できるようにします。

[Processor C3 Report]

set ProcessorC3Report

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[Processor C6 Report]

set ProcessorC6Report
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説明Name

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

• [C0state][C0_state]：サーバはすべてのサーバコン
ポーネントに常にフルパワーを提供します。この

オプションでは、最高レベルのパフォーマンスが維

持され、最大量の電力が必要となります。

• [C1state][C1_state]：CPUのアイドル時に、システム
は電力消費を少し減らします。このオプションで

は、必要な電力が C0よりも少なく、サーバはすば
やくハイパフォーマンスモードに戻ることができ

ます。

• [C3state][C3_state]：CPUのアイドル時に、システム
は C1オプションの場合よりもさらに電力消費を減
らします。この場合、必要な電力は C1または C0
よりも少なくなりますが、サーバがハイパフォーマ

ンスモードに戻るのに要する時間が少し長くなりま

す。

• [C6state][C6_state]：CPUのアイドル時に、システム
は C3オプションの場合よりもさらに電力消費を減
らします。このオプションを使用すると、C0、C1、
または C3よりも電力量が節約されますが、サーバ
がフルパワーに戻るまでにパフォーマンス上の問題

が発生する可能性があります。

• [C7state][C7_state]：CPUのアイドル時に、サーバは
コンポーネントが使用できる電力量を最小にしま

す。このオプションでは、節約される電力量が最大

になりますが、サーバがハイパフォーマンスモー

ドに戻るのに要する時間も最も長くなります。

• [NoLimit][No_Limit]：サーバは、使用可能な任意の
Cステートに入ることがあります。

このオプションは [CPU C State]がイネーブル
の場合にのみ使用されます。

（注）

[Package C State Limit]

set PackageCStateLimit
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説明Name

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ることが

できるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：システムはアイドル時でもハイパフォー
マンス状態のままになります。

• [Enabled]：システムは DIMMや CPUなどのシステ
ムコンポーネントへの電力を低減できます。電力

低減量は、set PackageCStateLimitコマンドにより
指定します。

[CPU C State]

set ProcessorCcxEnable

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

このオプションは、[CPUC
State][ProcessorCcxEnable]がイネーブルの場合
にのみ使用します。

（注）

[C1E]

set ProcessorC1eEnable

[Memory Configuration]のパラメータ

説明Name

サーバに対するメモリの RAS（信頼性、可用性、有用
性）の設定方法。次のいずれかになります。

• [MaximumPerformance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Sparing]：システムは、DIMMに障害が発生した場
合に使用するためのメモリを予約します。障害が発

生した場合、サーバはDIMMをオフラインにして、
予約済みのメモリと置き換えます。このオプション

は、ミラーリングよりも冗長性が低くなりますが、

サーバで実行するプログラムに使用できるメモリの

量が多くなります。

[Select Memory RAS]

set SelectMemoryRAS
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説明Name

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA Optimized]

set NUMAOptimize

CIMCで使用される予備設定モード。次のいずれかにな
ります。

• [RankSparing][Rank_Sparing]：ランクレベルで予備
メモリが割り当てられます。

• [DIMMSparing]：DIMMレベルで予備メモリが割り
当てられます。

このオプションは、[SelectMemory RAS][set
SelectMemoryRAS]が [Sparing]に設定されてい
る場合にのみ使用されます。

（注）

[Sparing Mode]

set SparingMode

ミラーリングは IntegratedMemoryController（IMC）全体
でサポートされ、1つのメモリライザーが別のメモリラ
イザーとミラーリングされます。次のいずれかになりま

す。

• [Intersocket]：各 IMCは2つのソケット全体でミラー
リングされます。

• [Intrasocket]：1つの IMCが同じソケット内の別の
IMCとミラーリングされます。

このオプションは、[SelectMemory
RAS][SelectMemoryRAS]が [Mirroring]に設定
されている場合にのみ使用します。

（注）

[Mirroring Mode]

set MirroringMode
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説明Name

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

set PatrolScrub

各パトロールスクラブによるメモリアクセスの時間間

隔を制御します。小さくすると、メモリのスクラブ頻度

が高くなりますが、必要なメモリ帯域幅も多くなりま

す。

5～ 23の値を選択します。デフォルト値は 8です。

このオプションは、[Patrol Scrub]がイネーブル
の場合にのみ使用します。

（注）

[Patrol Scrub Interval]

set PatrolScrubDuration

DIMMの省電力モードポリシーを制御します。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：DIMMは省電力モードに入りません。

• [Slow]：DIMMは省電力モードに入ることができま
すが、要件が厳しくなります。したがって、DIMM
が省電力モードに入る頻度は低くなります。

• [Fast]：DIMMはできる限り頻繁に省電力モードに
入ります。

• [Auto]：BIOSは DIMMの構成に基づいて DIMMが
省電力モードに入るタイミングを制御します。

[CKE Low Policy]

set CkeLowPolicy
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[Serial Port Configuration]のパラメータ

説明Name

シリアルポート Aがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：シリアルポートはディセーブルになります。

• [Enabled]：シリアルポートはイネーブルになります。

[Serial A Enable]

set Serial-PortA

[USB Configuration]のパラメータ

説明Name

サーバが USBデバイスからブートできるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：サーバは USBデバイスからブートできます。

• [Enabled]：サーバはUSBデバイスからブートできません。

[Make Device Non-Bootable]

setMakeUSBDeviceNonBootable

[PCI Configuration]のパラメータ

説明Name

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[Memory Mapped I/O Above 4GB]

set MemoryMappedIOAbove4GB
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説明Name

nで指定されたオンボード NIC用に組み込み PXEオプ
ション ROMをシステムでロードするかどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：PXEオプションROMをNIC nに使用で
きません。

• [Enabled]：PXEオプション ROMを NIC nに使用で
きます。

[Onboard NIC n ROM]

set NIC-n-ROM

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用でき
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCIeオプション ROMを使用できませ
ん。

• [Enabled]：PCIeオプションROMを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用
でのみ使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガ
シー用でのみ使用できます。

[PCIe OptionROMs]

set PciOptRomsDisable

PCIe拡張スロット nをサーバに使用できるかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFIOnly][UEFI_Only]：拡張スロット nをUEFI用
でのみ使用できます。

• [LegacyOnly][Legacy_Only]：拡張スロット nをレガ
シー用でのみ使用できます。

[PCIe Slot n ROM]

set Slot-n-ROM

サーバ上で Gbit LOMがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：Gbit LOMを使用できません。

• [Enabled]：10Git LOMを使用できます。

[Onboard Gbit LOM]

set OnboardNic1
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説明Name

サーバ上で10GbitLOMがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：10Gbit LOMを使用できません。

• [Enabled]：10Gbit LOMを使用できます。

[Onboard 10Gbit LOM]

set OnboardNic2

サーバ上で SR-IOV（Single Root I/O Virtualization）がイ
ネーブルかディセーブルか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SR-IOVはディセーブルになります。

• [Enabled]：SR-IOVはイネーブルになります。

[Sriov]

set SrIov

システム要件に応じて、IOH0と IOH1間で 16ビット I/O
リソースの64KBを分配できます。次のいずれかになり
ます。

• [IOH0 24k IOH1 40k]：16ビット I/Oリソースの 24
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 40 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 32k IOH1 32k]：16ビット I/Oリソースの 32
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 32 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 40k IOH1 24k]：16ビット I/Oリソースの 40
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 24 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 48k IOH1 16k]：16ビット I/Oリソースの 48
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 16 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 56k IOH1 8k]：16ビット I/Oリソースの 56KB
を IOH0に、16ビット I/Oリソースの 8 KBを IOH1
に割り当てます。

[IOH Resource Allocation]

set IOHResource
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C460 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明Name

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク不
能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SERRの発生時に、BIOSはNMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [Enabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。 [AssertNMI on
PERR][Assert_NMI_on_PERR]をイネーブルにする場
合は、この設定をイネーブルにする必要がありま

す。

[Assert NMI on SERR]

set AssertNMIOnSERR

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラーを
ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PERRの発生時に、BIOSはNMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [Enabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。この設定を使用す

るには、[AssertNMI on SERR][Assert_NMI_on_SERR]
をイネーブルにする必要があります。

[Assert NMI on PERR]

set AssertNMIOnPERR
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説明Name

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステムが
サーバを担当すると、コンソールリダイレクションは関

連がなくなり、無効になります。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクション
は発生しません。

• [SerialPort A][Serial_Port_A]：POST中のシリアル
ポートAでのコンソールリダイレクションをイネー
ブルにします。

このオプションをイネーブルにする場合は、

POST中に表示される Quiet Bootのロゴ画面も
ディセーブルにします。

（注）

[Console Redirection]

set ConsoleRedir

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかど

うか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用
すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性がある

フレームコリジョンを減らすことができます。次のい

ずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [RTS-CTS]：RTS/CTSがフロー制御に使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]

set FlowCtrl
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説明Name

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。 [ConsoleRedirection]をディセーブルにした場合は、
このオプションを使用できません。次のいずれかになり

ます。

• [9.6k]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19.2k]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38.4k]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57.6k]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115.2k]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Baud Rate]

set BaudRate

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされている vt100ビデオ端末と
その文字セットが使用されます。

• [VT100-PLUS]：サポートされている vt100-plusビデ
オ端末とその文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用
されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal Type]

set TerminalType
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説明Name

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5 Minutes][5_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 5分後に期限が
切れます。

• [10Minutes][10_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 10分後に期限が
切れます。

• [15Minutes][15_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 15分後に期限が
切れます。

• [20Minutes][20_Minutes]：ウォッチドッグタイマー
は、OSのブートが開始されてから 20分後に期限が
切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]

set OSBootWatchdogTimerTimeOut

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [PowerOff][Power_Off]：OSのブート中にウォッチ
ドッグタイマーの期限が切れた場合、サーバの電源

がオフになります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Boot Watchdog Policy]

set OSBootWatchdogTimerPolicy

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションをイネーブルに
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：コンソールリダイレクションがイネー
ブルになっているシリアルポートは、レガシーなオ

ペレーティングシステムから認識されません。

• [Enabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ
ルになっているシリアルポートは、レガシーなオペ

レーティングシステムから認識できます。

[Legacy OS Redirection]

set LegacyOSRedir
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説明Name

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

set OSBootWatchdogTimerTimeoutコマンドで指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、set OSBootWatchdogTimerPolicy
コマンドで指定されたアクションを実行します。

[OS Boot Watchdog Timer]

set OSBootWatchdogTimer
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